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「
Ｘ
脚
之
治
験
」
は
明
治
二
二
年
二
八
八
九
）
七
月
発
行
の

「
杏
林
之
栞
」
第
一
巻
第
二
号
に
、
県
立
福
岡
病
院
外
科
医
員
明

石
為
嗣
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。
手
術
の
方
法
、
経

過
、
術
後
観
察
な
ど
は
現
代
で
も
通
用
す
る
も
の
で
、
術
後
成
績

も
優
れ
て
い
る
。
本
邦
の
当
時
の
レ
ベ
ル
か
ら
み
る
と
、
困
難
な

治
療
法
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
は
、
整
形
外
科
医
の
み
な
ら
ず
医
学

史
上
で
も
貴
重
な
論
文
と
言
え
る
。
以
下
、
臨
床
経
過
の
概
略

と
、
背
景
に
あ
っ
た
県
立
福
岡
病
院
に
つ
い
て
述
べ
る
。

彼
が
記
載
し
た
患
者
は
十
一
歳
四
カ
月
の
女
子
。
血
族
に
異
常

が
な
く
、
満
一
歳
ま
で
は
順
調
な
発
育
で
あ
っ
た
。
生
後
十
四
カ

月
に
重
症
の
吐
乳
病
に
罹
患
し
、
そ
の
後
歩
容
に
異
常
を
認
め
、

両
下
肢
が
弩
曲
し
て
き
た
。
歩
行
時
に
倦
怠
感
を
覚
え
遠
路
の
歩

行
で
足
部
外
側
に
痛
み
が
あ
る
。
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明
石
為
嗣
著
「
Ｘ
脚
之
治
験
」

（
明
治
二
二
年
）
に
つ
い
て
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晶
・
奥
村

武

〔
現
症
〕
低
身
長
で
上
半
身
に
比
し
下
半
身
の
発
育
不
良
が
あ

り
、
著
明
な
Ｘ
脚
が
存
在
す
る
。

〔
経
過
〕
明
治
十
九
年
六
月
二
日
県
立
福
岡
病
院
に
入
院
、
同

月
七
日
右
下
肢
に
手
術
を
行
う
。
二
十
倍
石
炭
酸
消
毒
、
エ
ス
マ

ル
ヒ
止
血
帯
を
使
用
（
麻
酔
の
詳
細
は
記
載
が
な
い
が
、
ク
ロ
ロ
フ

ォ
ル
ム
に
よ
る
全
身
麻
酔
が
推
測
さ
れ
る
）
・

術
式
は
脛
骨
粗
面
下
の
模
状
骨
切
り
術
で
あ
る
。
骨
膜
は
Ｈ
型

に
切
り
剥
離
し
、
骨
切
り
後
二
％
石
炭
酸
水
で
洗
浄
、
絹
糸
で
骨

膜
縫
合
。
所
要
時
間
は
約
三
十
分
で
あ
っ
た
。
特
に
内
固
定
を
せ

ず
、
厚
紙
に
よ
る
外
固
定
と
砂
枕
数
個
に
よ
る
患
肢
周
辺
固
定
を

重
ね
る
。

創
は
第
一
次
癒
合
、
術
後
三
週
目
に
患
肢
を
他
動
的
に
挙
上
し

て
み
て
、
異
常
可
動
性
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
骨
癒
合
の
判
定
を

し
て
い
る
。
術
後
三
十
日
目
に
副
子
固
定
の
ま
ま
退
院
。
固
定
除

去
日
は
患
家
で
行
わ
れ
た
の
か
記
載
が
な
い
。
「
退
院
後
数
十
日

で
包
帯
除
去
、
し
か
し
恐
怖
の
為
、
歩
行
せ
ず
」
と
の
記
載
が
あ

つ
（
》
Ｏ

同
年
九
月
十
六
日
再
入
院
、
前
回
の
手
術
は
完
全
に
骨
切
り
部

の
癒
合
が
認
め
ら
れ
た
。
十
八
日
に
反
対
側
に
同
様
の
手
術
が
行
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わ
れ
、
術
後
五
二
日
目
に
退
院
し
て
い
る
。

明
治
二
二
年
一
月
（
第
二
回
退
院
後
二
年
三
カ
月
）
の
検
診
で

は
、
歩
行
お
よ
び
両
下
肢
の
形
態
は
正
常
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
施
行
さ
れ
た
骨
切
り
術
は
、
現
在
で
も
実
施
さ
れ
て
い

る
、
極
め
て
合
理
的
な
方
法
で
あ
る
。
今
か
ら
百
十
数
年
前
に
こ

の
よ
う
な
優
れ
た
方
法
で
矯
正
骨
切
り
術
が
行
わ
れ
好
結
果
が
得

ら
れ
た
こ
と
は
、
Ｘ
線
、
満
足
な
固
定
法
、
抗
生
物
質
の
無
い
時

代
と
し
て
は
、
的
確
且
つ
巧
み
な
治
療
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
当
時
の
県
立
福
岡
病
院
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
も
裏
付
け

る
も
の
で
あ
る
。

県
立
福
岡
病
院
は
慶
応
二
年
設
立
の
福
岡
黒
田
藩
「
賛
生
館
」

に
濫
膓
を
有
し
、
福
岡
医
院
、
福
岡
医
学
校
を
経
て
、
明
治
二
一

年
四
月
に
開
院
し
た
。
当
時
の
院
長
兼
外
科
部
長
の
大
森
治
豊

は
、
本
邦
初
の
ポ
ロ
ー
式
帝
王
切
開
術
を
明
治
十
八
年
に
実
施

し
、
外
科
医
と
し
て
の
令
名
高
く
、
後
に
医
科
大
学
の
初
代
学
長

お
よ
び
外
科
教
授
と
な
る
。
手
術
の
手
腕
は
優
れ
て
い
て
、
「
心

腹
切
開
一
百
例
」
の
論
文
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
手
術
の

術
式
、
器
械
の
工
夫
も
多
数
行
い
、
蒸
気
滅
菌
装
置
を
始
め
手
術

室
の
床
を
ベ
ン
ガ
ラ
に
よ
っ
て
紅
色
に
染
め
さ
せ
た
。
患
者
が
血

液
を
み
て
恐
怖
を
感
じ
な
い
配
盧
で
あ
っ
た
。

今
回
紹
介
し
た
論
文
の
著
者
明
石
為
嗣
に
つ
い
て
現
在
ま
で
判

明
し
て
い
る
事
項
を
述
べ
る
。
彼
は
福
岡
県
竹
野
郡
柴
刈
村
朝
森

（
現
同
県
浮
羽
郡
田
主
丸
町
）
の
開
業
医
明
石
三
折
を
父
と
し
て
元

治
元
年
二
八
六
四
）
に
出
生
、
福
岡
医
学
校
卒
業
後
、
県
立
福

岡
病
院
外
科
部
に
就
職
し
た
。
外
科
医
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
環
境

で
、
大
森
の
薫
陶
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
帰
郷
し

て
父
の
後
継
者
と
し
て
開
業
後
、
明
治
三
九
年
二
九
○
六
）
四

二
歳
で
死
亡
し
て
い
る
。
福
岡
医
学
校
の
卒
業
年
に
つ
い
て
は
、

明
治
十
九
年
後
期
に
第
四
学
年
と
あ
り
、
こ
の
年
か
翌
年
の
卒
業

と
推
測
し
て
い
る
。
弟
の
明
石
真
隆
は
熊
本
医
大
学
長
を
務
め
て

い
る
。

こ
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
新
潟
市
樋
口
輝
雄
氏
の
医
籍
の
研
究
と

原
寛
氏
、
松
本
寿
通
氏
（
と
も
に
福
岡
市
開
業
）
林
田
邦
彦
氏
（
福

岡
県
田
主
丸
町
開
業
）
に
負
う
所
が
大
き
い
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る

次
第
で
あ
る
。

（
福
岡
整
形
外
科
病
院
・
奥
村
内
科
）


